
東近江市景観計画 新旧対照表 

改正後（案） 現行 備考 

(はじめに) (はじめに)  

（略） 

  広い市域と多様な風景を有する東近江市の中でも、伊庭内湖に接する

伊庭町の集落は、伊庭川から引いた水路が縦横に巡り、それぞれの家に

設けられた「カワト」が多く残され、船板を利用した建築物が見られる

など、現在でも水郷集落の面影を残す良好な景観が維持されています。 

そのため、平成２６年には伊庭町の集落を「景観形成重点地区」に指

定し、より良い風景づくりを推進するとともに、水と人々の営みが密接

に関わって形成されてきた景観の文化的な価値を正しく評価し、地域の

財産として未来に保全及び継承していく取組を推進するものとしてい

ます。 

  また、平成３０年１０月には、「地域における人々の生活又は生業及

び当該地域の風土により形成された景観地で、わが国民の生活又は生業

の理解のため欠くことのできないもの」として、国の重要文化的景観に

選定されたことから、引き続き文化財保護法と併せて景観の保全及び継

承に取り組みます。 

 

（略） 

広い市域と多様な風景を有する東近江市の中でも、伊庭内湖に接す

る伊庭町の集落は、瓜生川から引いた水路が縦横に巡り、それぞれの

家に設けられた「カワト」が多く残され、船板を利用した建築物が見

られるなど、現在でも水郷集落の面影を残す良好な景観が維持されて

います。 

そのため、伊庭町の集落を「景観形成重点地区」に指定し、より良

い風景づくりを推進するとともに、水と人々の営みが密接に関わって

形成されてきた景観の文化的な価値を正しく評価し、地域の財産とし

て未来に継承していく取組を推進するものとします。 

 

(１ 景観形成重点地区の区域) 

湖辺（みずべ）の郷伊庭景観形成重点地区図 

 

 

 

(１ 景観形成重点地区の区域) 

湖辺（みずべ）の郷伊庭景観形成重点地区図 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊庭内湖の農村景観 重要文化的景観区域 

重要文化的景観「伊庭内湖の農村景観」は、琵琶湖の内湖である伊

庭内湖に面し、集落の背後にそびえる繖山とそこから内湖に流れ込む

伊庭川などの豊かな自然を背景として、信仰や地縁に基づく様々な社

会組織の営みと農業を基盤としながら、カワトやイケスの利用といっ

た川に寄添う暮らしぶりから形作られてきた集落景観であり、琵琶湖

岸の暮らしぶりを知る上で欠くことのできない文化的景観です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２ 良好な景観の形成に関する方針) 

（１）景観形成の目標 

 湖辺（みずべ）の郷伊庭景観形成重点地区の目指すべき風景像を以

下のように定める。 

【目指す風景像】 

（２）景観形成の方針 

湖辺（みずべ）の郷伊庭景観形成重点地区では、集落内を縦横に走

る石垣の水路が周辺の田んぼへつながり、かつて生活用水や田舟によ

る交通路として利用されてきた。古くから半農半漁を営み、水路に面

した民家や寺院、神社がまとまりのある落ち着いた集落景観を形成し

ている。 

(２ 良好な景観の形成に関する方針) 

（１）景観形成の目標 

 湖辺(みずべ)の郷伊庭景観形成重点地区のめざすべき風景像を以

下のように定める。 

【めざす風景像】 

（２）景観形成の方針 

湖辺(みずべ)の郷伊庭景観形成重点地区では、集落内を縦横にはし

る石垣の水路が周辺の田圃へつながり、かつて生活用水や田舟によ

る交通路として利用されてきた。古くから半農半漁を営み、水路に

面した民家や寺院、神社がまとまりのある落ち着いた集落景観を形

成している。 

 



このような水と人々の営みが密接に関わって形成されてきた文化

的景観を保全し、継承していくことを基本とする。 

そのため、景観の重要な構成要素である水路系統を保全すると共

に、寺院、神社等の歴史的建造物の保全を図る。特に、現存する石垣

の水路については、その保全と併せて、生業や生活様式の変化を踏ま

え、親水空間等としての活用を図る。 

また、水田や畑地等を持続可能な営農活動により保全すると共に、

建築物、工作物、屋外広告物等については、集落景観や周辺の田園風

景と調和した景観形成を図る。 

そのため、このような水と人々の営みが密接に関わって形成され

てきた文化的景観を保全し、継承していくことを基本とする。 

景観の重要な構成要素である水路系統を保全すると共に、寺院、

神社等の歴史的建造物の保全を図る。特に、現存する石垣の水路に

ついては、その保全とあわせて、生業や生活様式の変化を踏まえ、

親水空間等としての活用を図る。 

また、水田や畑地等を持続可能な営農活動により保全すると共に、

建築物、工作物及び屋外広告物等については、集落景観や周辺の田

園風景と調和した景観形成を図る。 

(３ 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項) 

（１）届出対象行為 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３ 良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項) 

（１）届出対象行為 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

※文化的景観保存計画に示される重要な構成要素の現状変更は、文化

財保護法に基づく届出が別途必要となる。 

 

（２）湖辺(みずべ)の郷伊庭景観形成重点地区 景観形成基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）湖辺(みずべ)の郷伊庭景観形成重点地区 景観形成基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


